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はじめに
① 本書は、一般社団法人日本自動車整備振興会連合会（以下、日整連）の登録試験

について、内容をジャンル別に区分し、それぞれに解説を加えたものです。

② 過去10回分の登録試験を収録しています。ただし、この他に編集部で重要と思わ

れる問題は過去にさかのぼって収録しています。

実施時期
年

令　和 平　成
６ ５ ４ ３ ２ 31 30 29 28 27

月 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３
回　数 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

③ 上巻及び下巻は、次の章に分けています。

上　巻 下　巻

▪第１章　電気回路
▪第２章　エンジン
▪第３章　エンジン故障診断

▪第４章　シャシ
▪第５章　シャシ故障診断
▪第６章　環境・安全
▪第７章　法　令

④ 各問題文の最後に、[R6.3]などとあるのは、過去の試験の実施時期を示していま

す。[R6.3]であれば、令和６年（2024年）３月に実施された登録試験の問題と

なります。また、[改]とあるのは、教科書改訂前の設問の内容を、現行教科書

に合うように編集部で直していることを表し、［編］とあるのは、類似問題を１

つの問題にまとめたことを表しています。

⑤ 解説は「ポイント解説」と「一般解説」の２種類用意しました。「ポイント解説」

は４択式において、その問題文のどこが不適切なのか、簡単にわかるようにまと

めてあります。ただし、簡単に説明できない場合は省きました。「一般解説」では、

問題を解く上で必要な知識及び関連して知っておいた方がよい内容をまとめてあ

ります。また、必ずしも１つの問題に対して、１つの解説というわけではありま

せん。複数の問題に対して、１つの解説ということもあります。

⑥ 正解については、日整連が公表しています。従って、公表されている答えをその

まま掲載しました。ただし、編集部でも正解の判断に迷う問題があります。この

ような場合は、出題者側の意図に沿って判断する必要があるでしょう。設問とし

てやや不適切なものがたとえあったとしても、出題者側は必ず「正解」を用意し

ており、その正解を答えなくてはなりません。
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⑦ 解説の中で［１エ３章］などとあるのは、日整連発行の教科書の出題箇所を表し

ています。［１エ３章］は、「１級自動車整備士　エンジン電子制御装置」の「第

３章」の内容から出題されています。教科書名は、次のとおりです。また、教科

書外の部分から出題されている場合は、［教科書外］としました。なお、教科書

は令和６年（2024年）３月現在のものを使用しました。この後、改定により内容

が一部、異なることがあります。

　　▪［１エ］ ………………… １級自動車整備士　エンジン電子制御装置

　　▪［１シ］ ………………… １級自動車整備士　シャシ電子制御装置

　　▪［１新］ ………………… １級自動車整備士　自動車新技術

　　▪［１環境］［１安全］ … １級自動車整備士　総合診断・環境保全・安全管理

⑧ 合格基準（登録試験）は、全50問（各１点）に対し80％以上、すなわち40点以
上の成績となっています。また、出題の範囲ごとに最低基準点が設定されていま

す。全50問の問題は、出題の範囲に応じてエンジン15問（電気回路含む）、シャ

シ15問、故障診断10問、環境・安全５問、法令５問に区分されています。そして、

これらの区分ごとに40％以上の成績をおさめていなくてはなりません。40％とい

うことは、環境・安全と法令は５問中、最低でも２点とっておく必要があります。

⑨法令の解説は、令和６年（2024年）３月時点の法令を基準としてあります。

⑩ 訂正が生じた場合は、随時、公論出版公式サイト（書籍サポート⇒訂正）や公論

出版オンラインショップの同書の紹介ページに掲載します。

⑪ 内容には万全を期しておりますが、本書に誤字等がありましたら、弊社までご一

報くださいますよう、よろしくお願いいたします。

令和６年（2024年）７月　編集担当　田辺

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
日整連　登録試験の推移　１級小型　筆記　　　　　　　　 ※日整連調べ

試験年月 受験者数 合格者数 合格率

令和６年３月 2,784人 1,645人 59.1％

令和５年３月 2,456人 1,302人 53.0％

令和４年３月 2,341人 1,381人 59.0％

令和３年３月 2,529人 1,545人 61.1％

令和２年３月 2,825人 1,489人 52.7％

試験年月 受験者数 合格者数 合格率

平成31年３月 3,403人 1,676人 49.3％

平成30年３月 3,563人 823人 23.1%

平成29年３月 3,318人 744人 22.4%

平成28年３月 3,376人 1,274人 37.7%

平成27年３月 3,216人 1,016人 31.6%
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 １．基本用語 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26

３ 外部診断器
 １．基本機能 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 39電
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３ 抵抗計の性能

【１】表にある抵抗計の性能に関する記述として，不適切なものは次のうちどれか。

 ［R5.3］

表
レンジ 分解能 確度 最大測定電流 開放電圧
500Ω 0.01Ω

0.05 ＋２

＜ １mA

＜ 2.5V
５kΩ 0.0001kΩ ＜ 0.25mA
50kΩ 0.001kΩ ＜ 25µA
500kΩ 0.01kΩ ＜ 2.5µA

　 抵抗のゼロ調整を行った後の確度

　 応答時間：500Ω～ 500kΩ…３秒以内

　１ ．50kΩのレンジを使用する場合，性能表の確度に入る時間が「応答時間：

３秒以内（同一レンジで確度に入るまで）」と記載されているため，３秒間

は測定入力を行い，表示が安定した後の値を読み取ることが必要である。

　　２ ．５kΩのレンジにおいて，表示部が０kΩ（プローブ短絡）を表示している

ときは，0.25mA 未満で 0.25mA に最も近い電流が，ターミナルから測定物

に流れていることを表している。

　　３ ．開放電圧「＜ 2.5V」とは，プローブ開放時に 2.5V 未満の電圧がターミ

ナルに出力されていることを表し，その電圧は，測定物がもっている抵抗値

が測定時に変化した場合でも変動しない。

　　４ ．500Ωレンジを使用する場合，測定値の誤差を表す reading が± 0.05%，

右側一桁から表示される数値の範囲を表す digit が±２とあるが，これは，

抵抗のゼロ調整を行った後の確度を表している。

正解 ＆ ポイント解説

【１】正解…３
３�．ターミナルに出力されている電圧は、測定物がもっている抵抗値が測定時に変化す

ると変動する。
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一 解般 説

■抵抗計の性能表［１エ１章］
① 抵抗計には、抵抗計としての独自の特性があり、この特性を考慮してデジタル・

テスタを使用しないと、目的とする測定ができない場合があります。

〔抵抗〕

レンジ 分解能 確　度 最大測定電流 開放電圧 入力保護電圧

500Ω 0.01Ω

0.05＋２

＜ 0.1mA

＜ 2.5V 600Vrms

5kΩ 0.0001kΩ ＜ 0.25mA

50kΩ 0.001kΩ ＜ 25μA

500kΩ 0.01kΩ ＜ 2.5μA

5MΩ 0.0001MΩ 0.5＋2 ＜ 1.5μA

50MΩ 0.001MΩ 1＋2 ＜ 0.13μA

▷抵抗のゼロ調整を行った後の確度
▷応答時間：500Ω～ 500kΩ…３秒以内、５M ～ 50MΩ…10秒以内

② 応答時間：５MΩ～50MΩのレンジを使用する場合、性能表の確度に入る時間
（サンプリング時間）が10秒以内と記載されているため、10秒間は測定入力を
行い、表示が安定した後の値を読み取ることが必要となります。また、測定中
にプローブのあて方に不確定な要因が発生した場合は、再度、その時点からプ
ローブを10秒間あてなくてはなりません。

③ 最大測定電流：抵抗計による測定では、テスタ側から測定物に電流を流し、流
れた量によって抵抗値を表示する仕組みとなっています。このため、測定内容
（半導体の測定など）によっては、測定精度の保証が得られなくなります。最
大測定電流とは、各レンジでの測定値の表示が０となったとき、測定用のター
ミナルから測定物に流れる電流となります。例えば、５kΩのレンジにおいて、
表示部が０kΩ（プローブ短絡）を表示しているとき、0.25mA未満で0.25mA
に最も近い電流が、ターミナルから測定物に流れていることになります。

④ 開放電圧：開放電圧は、ターミナルから測定用電流が流れていない状態（プロ
ーブ開放）を表し、2.5V未満の電圧がターミナルに出力されていることを表
しています。また、ターミナルに出力されている電圧は、測定時には測定物が
もっている抵抗値によって変わります。
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４ 内部抵抗の影響

【１】表にある直流電圧計の性能を有するサーキット・テスタを用いて，図の電圧

Ｖを測定したときの記述として，適切なものは次のうちどれか。ただし，電圧

レンジは最も適切なレンジを使用したものとする。［H28.3］

5Ｖ電源

① ② ③ ④
信号線

１ＭΩ

0.5ＭΩ

Ｖ

コネクタＡ

コネクタＢ

ＥＣＵ

表
レンジ 分解能 確度 入力抵抗 最大入力電圧
50mV 0.001mV 0.05 ＋ 10

100M Ω 1000V　DC500mV 0.01mV
0.02 ＋２

2400mV ※ 0.1mV
５V 0.0001V 0.025 ＋５

11M Ω 1000V　rmsAC
50V 0.001V

0.03 ＋２500V 0.01V
1000V 0.1 Ｖ

NMRR：80dB以上　50/60Hz　　　※2400mVレンジの最大有効表示　24000
ただし50mVレンジは70dB以上　50/60Hz　±0.1％
CMRR：120dB以上　50/60Hz（Rs=１kΩ）
応答時間：１秒以内

　１．図の電圧計Ｖは約1698.3mVを表示する。

　　２．図の状態からコネクタⒶを外した場合，電圧計Ｖは約4.9504Vを表示する。

　　３ ．電圧計Ｖの表示が3.2000Vであったと仮定した場合，真の電圧は3.1987V

～3.2013Vの範囲にある。

　　４ ．電圧計Ｖの表示が4.9500V～4.9504V間で変動している場合は，4.9502V

を測定値として用いる。
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２ 温度センサの計算問題
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図１　温度抵抗特性

【１】図１に示す温度抵抗特性をもつ図２の

油温センサの回路の点検に関して述べた

（イ）から（ハ）の文章の正誤の組み合

わせとして，適切なものは次のうちどれ

か。ただし，配線等の抵抗はないものとし，

コネクタⒶとコネクタⒷはそれぞれ接続

状態とする。［R4.3/H31.3］
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図２　油温センサの回路構成

　（イ） 油温が 80℃で，コネクタⒶの端子③と端子④間に 1.5k Ωの接触抵抗が発

生している場合，Ｖ３は約 1.76V になる。

　（ロ） 油温が 20℃で，コネクタⒷの端子⑤と端子⑥間に 2.0k Ωの接触抵抗が発

生している場合，Ｖ１は約 1.19V になる。

　（ハ） 油温が 20℃で，コネクタⒷの端子⑦と端子⑧間に 1.5k Ωの接触抵抗が発

生している場合，Ｖ２は約 2.26V になる。

　　　（イ）　 （ロ）　  （ハ）

　１．正　　　正　　　正

　　２．誤　　　正　　　誤

　　３．正　　　誤　　　正

　　４．正　　　正　　　誤
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図１　温度抵抗特性

【２】図１に示す温度抵抗特性をもつ図２の

油温センサの回路の点検に関して述べた

（イ）から（ハ）の文章の正誤の組み合

わせとして，適切なものは１から４のう

ちどれか。ただし，配線等の抵抗はない

ものとし，コネクタⒶとコネクタⒷはそ

れぞれ接続状態とする。［R6.3］
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図２　油温センサの回路構成

　（イ ）油温が80℃で，コネクタⒶの③～④端子間に1.5kΩの接触抵抗が発生して

いる場合，V３は約1.76Vになる。

　（ロ ）油温が20℃で，コネクタⒷの⑤～⑥端子間に0.5kΩの接触抵抗が発生して

いる場合，V１は約1.66Vになる。

　（ハ ）油温が80℃で，コネクタⒷの⑦～⑧端子間に0.9kΩの接触抵抗が発生して

いる場合，V２は約3.46Vになる。

　　　（イ）　 （ロ）　  （ハ）

　１．正　　　正　　　誤

　　２．誤　　　正　　　誤

　　３．正　　　誤　　　正

　　４．誤　　　誤　　　正
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正解 ＆ ポイント解説

【１】正解…４
　1.5kΩの抵抗が複数あり、それらを区別するため次のように名称を付ける。

Ⓐ 1.5kΩ…ECU内の上の抵抗
Ⓑ 1.5kΩ…ECU内の下の抵抗
Ⓒ 1.5kΩ…接触抵抗

イ�．油温80℃でコネクタⒶの③～④端子間にC1.5kΩの接触抵抗が発生している場合
　① 0.3kΩ（センサ）とC1.5kΩ（接触抵抗）の直列回路とⒷ1.5kΩ（ECU内）との

並列回路が構成される。合成抵抗Rは次のとおりとなる。
 １ １ １ １ １　　  ＝  ＋  ＝  ＋  
 Ｒ （0.3kΩ＋C1.5kΩ） Ⓑ1.5kΩ 1.8kΩ 1.5kΩ
 1.5 1.8 3.3 2.7
　　　　 ＝  ＋  ＝ 　⇒　R ＝  kΩ
 2.7kΩ 2.7kΩ 2.7kΩ 3.3

　② この並列抵抗はⒶ1.5kΩの抵抗と直列に接続してあるため、並列抵抗の分圧は次の
とおりとなる。

　　　　　　　　　 2.7
　　　　　　　　　  kΩ
　　　　　　　　　 3.3 2.7
　　分圧＝  ×５V＝  ×５V
　　　　　  2.7 2.7＋（1.5×3.3）
　　　　　   kΩ＋Ⓐ1.5kΩ
　　　　　  3.3
 13.5
　　　　＝  ＝ 1.764…V
 7.65

　③ この分圧がV３となる。

ロ�．油温20℃でコネクタBの⑤～⑥端子間に2.0kΩの接触抵抗が発生している場合
　① 2.5kΩ（センサ）と2.0kΩ（接触抵抗）の直列回路とⒷ1.5kΩ（ECU内）との並

列回路が構成される。合成抵抗Rは次のとおりとなる。
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３ ヘッドライト回路図

【１】図のヘッドライト回路において，②番ヒューズを外した状態でライティング

スイッチ（SW）をヘッドライトON，ディマスイッチをHIにした場合の左右

ヘッドライト（HI，LOバルブ）の点灯状況に関する記述として，適切なもの
は次のうちどれか。［H25.3］

（ 　）
（　）

（55Ｗ）（60Ｗ） （55Ｗ）（60Ｗ）

バッテリ

リレー１リレー２

右ヘッドライト左ヘッドライト ヒューズボックス

テールライト
リレー

ライティングＳＷ
（ディマスイッチ内蔵）

①

② ③ ④

ON ＯＦＦ

パッシング

ＬＯ ＨＩ

ＬＯ ＨＩ

ＬＯ ＨＩ

・フロントポジション／
　ライセンスプレート／
　テールライト
・インストルメント
　パネル照明

左ヘッドライト
LOバルブ

左ヘッドライト
HIバルブ

右ヘッドライト
LOバルブ

右ヘッドライト
HIバルブ

１． 点灯 点灯 点灯 ぼんやり点灯
２． ぼんやり点灯 ぼんやり点灯 消灯 ぼんやり点灯
３． 消灯 消灯 消灯 点灯
４． ぼんやり点灯 ぼんやり点灯 ぼんやり点灯 点灯
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正解 ＆ ポイント解説

【１】正解…４
　右ヘッドライトのLOバルブ⇒左ヘッドライトのLOバルブ⇒左ヘッドライトHIバルブ
にも電流が流れるため、右ヘッドライトHIバルブ以外はぼんやり点灯した状態となる。

４ ヒューズ溶断

【１】図に示す回路の故障診断に関する記述として，適切なものは次のうちどれか。

 ［R5.3］

図　回路構成

ヒューズ１
（30A）

ヒューズ 2
（10A）

ヒューズ 3
（20A）

スイッチ１

スイッチ２電源

負荷２

負荷３

スイッチ３

Ⓐ Ⓔ

Ⓑ

Ⓒ

Ⓕ

Ⓖ

Ⓓ Ⓗ

　１ ．スイッチ１を ON にしたときに，ヒューズ２が溶断した場合は，Ⓑ点とⒸ

点の線間短絡が考えられるが，Ⓑ点とⒽ点との線間短絡は考えられない。

　　２ ．スイッチ１を ON にしたときに，ヒューズ３が溶断した場合は，Ⓖ点とⒽ

点との線間短絡が考えられるが，Ⓕ点とⒽ点との線間短絡は考えられない。

　　３ ．スイッチ１とスイッチ２を ON にした後，スイッチ３を ON にしたときに，

ヒューズ２が溶断した場合は，Ⓑ点とⒼ点との線間短絡が考えられるが，Ⓒ

点とⒽ点との線間短絡は考えられない。

　　４ ．スイッチ１とスイッチ３を ON にした後，スイッチ２を ON にしたときに，

ヒューズ３が溶断した場合は，Ⓒ点とⒻ点との線間短絡が考えられるが，Ⓓ

点とⒼ点との線間短絡は考えられない。



－ 222 －

【２】図に示す回路の故障診断に関する記述として，不適切なものは次のうちどれ

か。ただし，それぞれのヒューズの容量は，その回路の負荷の電流を満たすだ

けで余裕はないものとする。［H30.3］

ヒューズ１

ヒューズ２ ヒューズ３

スイッチ１

スイッチ２電源

負荷２

負荷３

スイッチ３

Ⓐ Ⓔ

Ⓑ

Ⓒ

Ⓕ

Ⓖ

Ⓓ Ⓗ

　１ ．スイッチ１をONにしたときにヒューズ１が溶断した場合は，Ⓐ点の短絡

（地絡），Ⓔ点の短絡（地絡）が考えられるが，Ⓑ点とⒸ点との線間短絡は考

えられない。

　　２ ．スイッチ１をONにしたときにヒューズ３が溶断した場合は，Ⓕ点とⒽ点

との線間短絡が考えられるが，Ⓒ点とⒼ点との線間短絡は考えられない。

　　３ ．スイッチ１とスイッチ２をONにしたときに，ヒューズ２が溶断した場合は，

Ⓒ点とⒽ点との線間短絡が考えられるが，Ⓓ点とⒽ点との線間短絡は考えら

れない。

　　４ ．スイッチ１とスイッチ３をONにしたときに，ヒューズ３が溶断した場合は，

Ⓓ点とⒻ点との線間短絡が考えられるが，Ⓕ点とⒼ点との線間短絡は考えら

れない。
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